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組織変更計画などを協議

　

都
農
業
会
議
は
12

月
17
日
、
武
蔵
野
ス

イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
会
議
員
44
人

の
出
席
お
よ
び
書
面

議
決
11
を
得
て
、
臨

時
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

１
号
議
案
で
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
の
一
般
社
団
法
人
化

(

非
営
利
型)

に
向
け
、
東
京
都

農
業
会
議
「
組
織
変
更
計
画(

定

款)

」(

案)

を
上
程
し
、
組
織
変

更
後
の
業
務
、
会
員
の
構
成
、
役

員
の
職
務
、
総
会
・
理
事
会
・
常

設
審
議
委
員
会
の
役
割
な
ど
を
説

明
し
、
全
会
議
員
の
賛
成
に
よ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
号
議
案
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
へ
の
事
務
対
応
と
し
て
「
特

定
個
人
情
報
取
扱
規
程(

案)

の

制
定
」
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

組
織
変
更
へ
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
翌
18
日
に
官
報
へ
組

織
変
更
公
告
を
掲
載
し
、
一
ヵ
月

後
に
、
附
則
第
２
条
の
規
定
に
よ

る
東
京
都
知
事
へ
の
指
定
申
請
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

都
農
業
会
議
は
11
月
11
日
、

府
中
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
農
業
委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
、
都
内
の

農
業
委
員
ら
約
２
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
農
林
水
産
省
都
市

農
村
交
流
課
都
市
農
業
室
の
渡

邉
課
長
補
佐
よ
り
都
市
農
業
・

農
地
を
め
ぐ
る
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
氏
は
昨
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
都
市
農
業
振
興
基
本
法
を
と

り
あ
げ
、
そ
の
基
本
理
念
を
は
じ

め
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
法
の
改
正

の
経
過
や
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
農
業
会
議
の
職
員
が
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
事
例
研
究
が
行
わ
れ
、

国
分
寺
市
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

や
、
瑞
穂
町
の
農
地
流
動
化
と

新
規
就
農
者
受
け
入
れ
、
稲
城

市
に
お
け
る
認
定
農
業
業
者
の

支
援
、
小
平
市
に
お
け
る
農
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
な

ど
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

　

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
改
正
農
業
委
員
会
法

や
、
都
市
農
業
振
興
基
本
法
等
の

成
立
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
な
ど
、

大
変
換
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
い
よ
い
よ
４
月
１
日

施
行
の
改
正
農
業
委
員
会
法
の
も

と
で
、
市
町
村
長
任
命
の
農
業
委

員
に
よ
る
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー

ト
し
、
私
ど
も
東
京
都
農
業
会
議

も
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
、
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
多
く
の
社
会
的
貢
献

と
同
時
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
、

日
常
生
活
に
重
要
な
役
割
の
あ

る
都
市
農
地
は
、
農
業
者
、
都

市
住
民
、
都
市
計
画
な
ど
「
皆

の
農
地
」
と
し
て
不
可
欠
で
あ

り
、
よ
り
よ
い
制
度
や
税
制
、

農
業
施
策
が
構
築
さ
れ
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
農
業
の
縮
図
で
あ
る
東
京

農
業
発
展
の
た
め
に
、
農
業
委
員

会
・
農
業
会
議
が
一
丸
と
な
っ
て

活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

青山会長

新
年
に
あ
た
っ
て

東
京
都
農
業
会
議
会
長　

青
山　

佾

農
業
会
議
「
組
織
変
更
計
画
（
定
款
）」
な
ど
承
認

東
京
都
農
業
会
議
臨
時
総
会

　

都
農
業
会
議
と
農
委
会
地

区
協
議
会
・
連
合
会
は
「
第
57

回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者

大
会
」
を
平
成
28
年
２
月
26
日

（
金
）
午
後
１
時
よ
り
「
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
（
昭
島
市
民

会
館
）
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
「
東
京
農
業
の

確
立
に
関
す
る
要
望
」
、
「
都

市
農
業
振
興
と
都
市
農
地
保

全
に
関
す
る
要
望
」
、
「
農
業

委
員
会
活
動
の
積
極
的
推
進

に
関
す
る
決
議
」
に
つ
い
て

協
議
し
、
後
半
で
は
、
顕
彰

事
業
な
ど
の
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。

　

農
業
委
員
各
位
の
積
極
的

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
57
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

農業委員など約 250 人が参加した

東
京
都
農
業
会
議
情
報

立
川
市
柴
崎
町
３
―
５
―
24

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
４
２
―
５
２
５
―
０
７
８
０

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
５
０
号　

平
成
28
年
１
月
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都
農
業
会
議
は
、12
月
18
日
に
、

農
地
利
用
方
策
現
地
研
究
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
都
内
に
農
業

参
入
し
た
法
人
の
状
況
や
そ
の
仕

組
み
、
ま
た
雇
用
を
活
用
し
た
経

営
や
農
の
雇
用
事
業
な
ど
を
研
究

す
る
も
の
で
、
当
日
は
国
分
寺
市

の
㈲
藤
雅
園
（
斎
藤
利
一
代
表
）

と
青
梅
市
の
㈱
Ｔ
Ｙ
フ
ァ
ー
ム

（
太
田
太
代
表
）
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

㈲
藤
雅
園
は
、
植
木
生
産
な
ど

を
業
務
に
農
業
高
校
に
求
人
を
出

し
、
社
会
保
険
、
賞
与
、
退
職
金

を
す
べ
て
完
備
し
３
人
を
雇
用
し

て
い
ま
す
。
12
月
に
は
一
般
法
人

と
し
て
瑞
穂
町
に
農
業
参
入
し
、

農
の
雇
用
事
業
を
活
用
し
新
た
に

ひ
と
り
雇
用
す
る
予
定
で
、
そ
の

経
営
の
考
え
方
に
つ
い
て
斎
藤
利

一
さ
ん
か
ら
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

 
 

ま
た
、
㈱
Ｔ
Ｙ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

有
機
農
産
物
の
生
産
を
柱
と
し
た

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。

植木畑で自らの経営を説明する藤雅園の
斎藤代表（右）

　

12
月
３
日
、
全
国
農
業
会
議
所

（
二
田
孝
治
会
長
）
の
主
催
に
よ
り

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集

会
が
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
開

か
れ
、
東
京
都
か
ら
は
26
区
市
町

の
農
業
委
員
会
長
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

集
会
で
は
農
地
利
用
最
適
化
に

向
け
た
取
り
組
み
強
化
の
申
し
合

わ
せ
の
ほ
か
、
基
本
農
政
の
確
立

と
施
策
推
進
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
連
携
協
定
）
の
大
筋
合
意
を
踏

ま
え
た
要
請
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
地
の
利
用
集
積
と
農

業
委
員
会
活
動
の
強
化
を
テ
ー
マ

と
し
た
パ
ネ
ル
討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

集
会
の
終
了
後
、
東
京
の
参
加

者
は
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
に
移

動
し
、
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
に
は
東
京
都

選
出
の
若
手
国
会
議
員
が
６
人
出

席
し
、
主
に
都
市
農
業
振
興
基
本

法
成
立
後
の
施
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
た
取
組
強
化
な
ど
決
議

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
実
施

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

第
９
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
27
年
12
月
17
日
に
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
１
件

４

８

６

㎡
、

第

５

条

３

件

１
５
１
４
㎡
を
許
可
相
当
と
し

て
答
申
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

協
議

　

平
成
28
年
２
月
26
日
（
金
）

開
催
の
第
57
回
東
京
都
農
業
委

員
・
農
業
者
大
会
開
催
要
領
お

よ
び
大
会
の
記
念
行
事
と
し
て

行
う
第
42
回
農
業
委
員
会
等
功

労
者
表
彰
の
受
賞
者
（
農
業
委

員
会
等
功
労
者
表
彰
状
４
名
、

職
員
感
謝
状
14
名
、
農
業
功
労

者
感
謝
状
33
名
）
を
決
定
し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り　

当
面
の
農
政
問
題
と
し
て
、

①
平
成
28
年
度
税
制
改
正
要
望

(

農
林
水
産
省
等)

、
②
販
売
農

家
を
中
心
と
し
た
「
２
０
１
５

農
業
セ
ン
サ
ス
」
速
報
値
の
概

要
、
③
内
閣
官
房
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
府

対
策
本
部
の
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ

Ｐ
関
連
政
策
大
綱
」、
④
家
族

経
営
協
定
締
結
数(

農
林
水
産

省)

な
ど
を
報
告
し
た
。

国会議員と都市農業について活発に意見を交換
した

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動
や

　
　
　
　
　
　
　
　

制
度
の
概
要
な
ど
研
究

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
27
日

に
農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究

会
を
開
き
、
農
委
会
・
Ｊ
Ａ
の

職
員
、
加
入
推
進
員
（
農
業
委
員
）

な
ど
22
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

農
業
会
議
の
職
員
よ
り
都
内

の
加
入
推
進
の
状
況
な
ど
を
説

明
し
た
後
、
小
金
井
市
農
業
委

員
会
の
髙
橋
金
一
会
長
が
同
市

で
の
加
入
推
進
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
講
演
し
「
現
在
の
農
業

者
年
金
は
安
心
し
て
加
入
で
き

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
節

税
効
果
が
高
く
、
相
続
対
策
と

し
て
も
有
効
な
点
が
あ
る
な
ど
、

様
々
な
農
業
者
に
勧
め
ら
れ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
特
定
社
会
保
険
労
務

藤本氏（左）からは農業者年金とともに
社会保障制度についても講演が行われた

士
の
藤
本
紀
美
香
氏
が
『
農
業

者
年
金
に
加
入
し
て
よ
り
豊
か

な
人
生
に
向
け
た
生
活
設
計
を
』

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

藤
本
氏
は
「
農
業
者
年
金
の

運
営
に
か
か
る
事
務
費
や
人
件

費
な
ど
は
国
が
負
担
し
て
い
る

た
め
、
保
険
料
を
支
払
う
農
業

者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

ま
た
安
定
し
た
運
用
が
行
わ
れ

て
お
り
、
他
の
年
金
な
ど
と
比

べ
て
利
回
り
も
良
い
」
と
専
門

家
か
ら
見
た
制
度
の
特
長
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

農
業
参
入
し
た
法
人
や
雇
用
を
活
用
し
て
い
る
経
営
を
研
究

農
地
利
用
方
策
現
地
研
究
会
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行
い
ま
す
。

常
設
審
議
委
員
会
の
設
置

　

現
在
の
常
任
会
議
員
会
議
か

ら
「
常
設
審
議
委
員
会
」
と
名

称
を
変
更
し
、
農
地
法
の
転
用

許
可
諮
問
の
審
議
、
農
地
利
用

最
適
化
に
関
す
る
意
見
、
農
業

委
員
会
・
農
業
会
議
の
連
携
活

動
、
農
業
経
営
者
支
援
、
農
業

政
策
課
題
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
ま
す
。

　

な
お
、
転
用
許
可
諮
問
は
、

農
地
法
改
正
に
よ
り
知
事
諮
問

か
ら
農
業
委
員
会
諮
問
に
変
更

と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
、
８
月
28
日
に
成
立
し
、

９
月
４
日
に
公
布
さ
れ
、
本
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
農
業
委
員

会
法
の
一
部
改
正
に
お
い
て
、
農

業
委
員
会
と
と
も
に
、
東
京
都
農

業
会
議
も
組
織
変
更
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
「
一
般
社
団
法
人
東
京

都
農
業
会
議
」
へ
と
移
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
17
日
の
臨
時
総
会

に
お
い
て
、
組
織
変
更
計
画
（
定

款
）
の
承
認
が
さ
れ
、
公
告
を

経
て
、
東
京
都
知
事
に
改
正
農

業
委
員
会
法
第
42
条
に
よ
る
「
都

道
府
県
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
構
」
と
し
て
の
指
定

申
請
を
し
、
指
定
後
、
本
年
４

月
１
日
よ
り
一
般
社
団
法
人
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

組
織
の
目
的

　

「
農
業
委
員
会
の
連
絡
調
整
、

農
業
委
員
等
に
対
す
る
講
習
及

び
研
修
・
そ
の
他
の
支
援
、
農

地
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
整

理
及
び
提
供
、
農
業
の
担
い
手
・

就
農
支
援
、
農
業
一
般
に
関
す

る
調
査
及
び
情
報
の
提
供
、
農

地
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ
り
行

う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
業
務
等

を
行
い
、
農
業
委
員
会
の
事
務

の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
実
施

お
よ
び
農
業
生
産
力
の
増
進
及

び
農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、

農
業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
ま
す
。

業
務

一　

農
業
委
員
会
相
互
の
連
絡
調

　

整
な
ら
び
に
そ
の
事
務
を
効
率

　

的
か
つ
効
果
的
に
実
施
し
て
い

　

る
農
業
委
員
会
の
取
組
に
関
す

　

る
情
報
の
公
表
、
農
業
委
員
会

　

の
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

　

進
委
員
及
び
職
員
に
対
す
る
講

　

習
及
び
研
修
、
そ
の
他
の
支
援

二　

農
地
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、

　

整
理
及
び
提
供

三　

農
業
経
営
を
営
み
、
又
は
営

　

も
う
と
す
る
者
に
対
す
る
関
係

　

農
業
委
員
会
の
紹
介
そ
の
他
の

　

支
援

四　

法
人
化
の
支
援
そ
の
他
農
業

　

経
営
の
合
理
化
の
た
め
に
必
要

　

な
支
援

五　

認
定
農
業
者
そ
の
他
の
農
業

　

の
担
い
手
の
組
織
化
及
び
こ
れ

　

ら
の
者
の
組
織
の
運
営
の
支
援

六　

農
業
一
般
に
関
す
る
調
査
及

　

び
情
報
の
提
供

七　

農
地
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ

　

り
都
道
府
県
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
機
構
が
行
う
と
さ
れ
た
業
務

八　

前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附

　

帯
す
る
業
務

九　

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た

　

め
に
必
要
な
事
業

　
　

こ
の
ほ
か
、
農
地
等
の
利
用

　

の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事

　

項
に
関
す
る
事
務
を
よ
り
効
率

　

的
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た

　

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

　

は
、
関
係
行
政
機
関
又
は
地
方

　

公
共
団
体
に
対
し
、
農
地
等
利

　

用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に

　

つ
い
て
具
体
的
な
意
見
を
提
出

　

す
る
業
務

会
員

　

改
正
法
附
則
に
よ
り
、
現
在
の

農
業
会
議
の
会
議
員
及
び
賛
助
員

は
、
施
行
日
に
「
組
織
変
更
後
の

一
般
社
団
法
人
の
社
員
と
な
る
」

東
京
都
農
業
会
議
の
組
織
変
更
に
つ
い
て

（
附
則
第
34
条
）
と
さ
れ
て
お
り
、

農
業
委
員
会
長
、
学
識
経
験
者
、

区
市
町
村
、
農
協
連
合
会
・
団
体

等
に
は
会
員
と
し
て
引
き
続
き
、

ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

総
会

 
 

最
高
議
決
機
関
と
し
て
、
普

通
会
員
で
構
成
し
ま
す
。

理
事
会
の
新
設

　

理
事
会
を
新
設
し
ま
す
。
農

業
委
員
会
長
、
連
合
会
・
団
体
、

学
識
経
験
者
の
会
員
の
代
表
者

で
構
成
し
、
総
会
に
諮
る
議
案
、

会
長
・
副
会
長
の
選
任
な
ど
を
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担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

（
田
村
通
康
委
員
長
）
と
全
国
農

業
会
議
所
（
二
田
孝
治
会
長
）
は
、

11
月
10
日
～
11
日
に
か
け
て
、
第

18
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
み
や
ざ
き
を
開
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
に
は
、
宮
崎
市
に
お
い

て
全
体
会
が
開
か
れ
、
平
成
27
年

度
全
国
優
良
経
営
体
表
彰
・
農
林

水
産
大
臣
賞
表
彰
式
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
宮
崎
県
内
の
各

地
域
に
て
見
学
会
が
開
か
れ
、
参

加
者
は
宮
崎
県
の
先
進
経
営
な
ど

を
研
究
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
全
体
会
に
先
立
ち
、

宮
崎
県
庁
に
て
、
全
国
優
良
経
営

体
表
彰
・
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
、

東
京
都
か
ら
は
八
丈
町
の
喜
田
孝

さ
ん
が
全
国
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
16
日

に
町
田
市
で
、
11
月
20
日
に
は

瑞
穂
町
で
そ
れ
ぞ
れ
新
規
就
農

等
農
地
見
学
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
農
委
会
の

協
力
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
、
都

内
の
市
街
化
調
整
区
域
で
非
農

家
出
身
の
新
規
就
農
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
希
望
者

な
ど
を
募
り
開
い
た
も
の
で
、

当
日
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の

農
地
の
様
子
や
新
規
就
農
者
の

畑
を
見
学
し
、
制
度
の
概
要
な

ど
を
聞
い
た
参
加
者
か
ら
は
就

農
者
や
市
町
の
職
員
に
質
問
が

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

調
整
区
域
の
農
地
の
様
子
や
新
規
就
農
者
の
畑
を
見
学

新
規
就
農
等
農
地
見
学
会

　

江
戸
川
区
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
真
利
子
伊
知
郎
会
長
）
は
、
こ

の
ほ
ど
、
設
立
30
周
年
記
念
式
典

を
開
き
ま
し
た
。

　

江
戸
川
区
で
は
、
昭
和
60
年
か

ら
区
単
独
の
補
助
事
業
と
し
て

「
都
市
農
業
育
成
事
業
」
を
実
施

す
る
な
ど
、
歴
史
の
長
い
農
業
振

興
施
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
も
と
で
、
ク
ラ
ブ
会
員

を
は
じ
め
と
し
た
農
業
者
の
尽

力
に
よ
り
、
現
在
、
都
内
第
４

位
の
農
業
産
出
額
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

　

式
典
で
は
、
30
年
間
の
ク
ラ
ブ

活
動
と
江
戸
川
農
業
の
歴
史
が
、

映
像
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
川
区
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

設
立
30
周
年
記
念
式
典
開
く

２
月
～
３
月
の
日
程

２
・
３ 

㈬ 

組
織
・
活
動
検
討
会

２
・
５ 

㈮ 

農
委
会
活
動
研
究
会

２
・
10 

㈬ 

組
織
・
活
動
検
討
会

２
・
17 

㈬ 

常
任
会
議
員
会
議

２
・
26 

㈮ 

第
57
回
農
業
委
員
・

　
　
　
　

 

農
業
者
大
会
（
昭
島
市
）

３
・
４ 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

３
・
４ 

㈮ 

都
職
研
役
員
会

３
・
17 

㈭ 

農
業
会
議
通
常
総
会

３
・
17 

㈭ 

常
任
会
議
員
会
議

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
眞
利

子
伊
知
郎
会
長
）
は
、
東
京
都
消

費
者
月
間
実
行
委
員
会
（
山
下
陽

枝
委
員
長
）
お
よ
び
都
農
業
会
議

と
協
力
し
て
、
12
月
2
日
に
食
と

農
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

各
区
市
町
村
の
認
定
農
業
者
や

農
業
委
員
会
職
員
、
消
費
者
な
ど

１
１
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
前
半
で
は
、
「
都
市

農
業
を
も
っ
と
元
気
に
～
楽
し

く
、
食
べ
て
健
康
！
～
」
と
題
し
、

料
理
研
究
家
の
枝
元
な
ほ
み
氏
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

枝
元
氏
は
「
消
費
者
が
積
極
的

に
国
産
の
農
産
物
を
選
ん
で
食
べ

て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
農
業
者
と
消
費

者
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
都
市

農
業
や
食
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

を
交
換
し
ま
し
た
。

　

国産の農産物を食べることの大切さにつ
いて講演する枝元氏

農
業
者
と
消
費
者
で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
開
く

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

東　

京　

都　

農　

業　

会　

議
農業者と消費者で活発に意見を交換
した

全
国
担
い
手
協
議
会
長
賞
を
喜
田
孝
氏
（
八
丈
町
）
が
受
賞

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
み
や
ざ
き

新規就農者の中居樹里さん（中央）の話を聞く

表彰状を手にする喜田氏（左から 6 番目）

挨拶をする真利子会長


